
 
 

 
 
 
 
 
 

２０１９年度国立大学法人等施設整備概算要求事業 

建 物 配 置 図 
 

 

 

 

※ 縮尺は目安であり、厳密な数値を示すものではありません。  

※ 継続事業・ＰＦＩ事業については２０１９年度における競争契約の対象ではないため、  

掲載しておりません。 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2018 年 9 月  
筑 波 大 学  

 
筑波大学附属病院の再開発整備計画について  

 
再開発前の筑波大学附属病院は、1976 年の開院以来約 30 年以上が経過し、

施設の老朽化が著しく狭隘化の問題があり、近年の医療の進歩に対応が困
難となっていた。 

このため、高度先進医療の実現、高度医療人の育成、地域医療や患者ニ
ーズの多様化への対応、また、災害に強い病院機能の強化など、医療を取
り巻く環境変化への対応等、国立大学附属病院としての機能を発揮できる
よう、2008 年度より再開発整備に着手したところだが、なお既存棟の改修
が必要である。  
 

 【再開発計画の概要】     
再開発整備計画としては、病院ＰＦＩ事業による新病棟増築を 2009 年 2

月に契約締結し、2012 年 12 月に開業、事業が進行している。  
さらに既存棟改修による病棟・外来診療棟の整備と陽子線照射研究棟の

整備（ＰＦＩ方式）を検討している。病棟Ｂは 2023 年度の完成を目指して
計画を進めている。  

 
年度 ～2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026～ 

けやき棟
（PFI 事業） 
2008～2031 

              
            
            

病棟Ｂ改修 
            
            

            
外来診療棟

改修 
              
            
            

 
  

  
        

※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。  



2018 年 9 月  
千 葉 大 学  

 

千葉大学医学部附属病院の再開発整備計画について  

 

千葉大学医学部附属病院は、1978 年に同一敷地内から移転して現在の新病院とし

て開院以来約 24 年が経過し、施設の老朽化が著しく狭隘化の問題もあり、近年の医

療の進歩への対応が困難となってきていた。  

高度先進医療の実現、高度医療人の育成、地域医療や患者ニーズの多様化への対

応、また、災害に強い病院機能の強化など、医療を取り巻く環境の変化に対応し、

国立大学附属病院としての機能を発揮できるよう、2004 年度より再開発整備を計画

し、実施中である。 

 

【再開発計画の概要】 

再開発整備計画としては、2004 年度から約７年をかけて、病棟であるひがし棟の

増築及びにし棟・みなみ棟の改修、2011 年度から約４年をかけて外来診療Ｂ棟の増

築及び既存外来診療Ａ棟の改修を行った。また、2014 年度から約７年をかけて新中

央診療棟等の改築、2020 年度から約６年をかけて、既存棟の改修及び取壊しを行う

計画である。  

年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

病棟増築・改修

外来診療棟増築・改修

中央診療棟等改築・改修

基幹・環境整備

※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



2018 年 9 月  
富 山 大 学  

 

富山大学附属病院の再開発整備計画について  

 

富山大学附属病院は、1979 年 10 月旧富山医科薬科大学附属病院として開

院以来約 30 年が経過し、施設の老朽化が著しく狭隘化の問題もあり、近年

の医療の進歩に対応が困難な状況であった。 

高度先進医療の実現、高度医療人の育成、地域医療や患者ニーズの多様

化への対応、また、災害に強い病院機能の強化など、医療を取り巻く環境

の変化に対応し、国立大学附属病院としての機能を発揮できるよう、再開

発整備を計画、2008 年より実施している。 

 【再開発計画の概要】 

再開発整備計画としては、2008 年度から整備を開始しており、2010 年に

は南病棟の増築、2013 年には北病棟及び中央診療棟（手術部）の一部の改

修、2017 年には中央診療棟や外来診療棟の増築を含めた既存施設の改修が

完成している。  

 
※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。  

 



2018 年 9 月 
山 梨 大 学 

山梨大学医学部附属病院の再開発整備計画について 

  

再開発前の山梨大学医学部附属病院は、1983 年山梨医科大学医学部附属病院として

開院以来約 30 年が経過し、施設の老朽化・狭隘化により、先進医療への対応、県内の

周産期医療機関の減少、医師不足など本附属病院が抱える深刻な問題への対応が困難

な状況であった。  
そのため、高度先進医療の実現、高度医療人の育成、地域医療や患者ニーズの多様

化への対応、医療現場の労務環境の改善、病院運営管理の効率化、また災害に強い病

院機能の強化など、医療を取り巻く環境の変化に対応し、国立大学附属病院としての

機能を発揮できるよう再開発整備を計画し、2012 年度より実施している。  
 

 【再開発計画の概要】 

再開発整備計画は 2012 年度から 2015 年度に行った病棟Ⅰ工事と、既存病棟改築の

ため 2016 年度から 2017 年度にかけて行ったエネルギー切り回し事業が完了してい

る。現在は病棟Ⅱの増築を 2019 年度の完成に向けて進めている。今後は病棟Ⅲの増

築を 2019 年度から 2021 年度、中診改修を 2018 年度から 2021 年度、外来改修は 2021
年度から 2024 年度まで工事予定である。  

※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。  

 



２０１８年９月

山 口 大 学

山口大学医学部附属病院の再開発整備計画について

山口大学医学部附属病院は、１９６７年山口大学医学部附属病院として開院以来、約

５０年が経過し、その間１９８５年から実施された再開発整備を完了したが、再開発に

長期間要したことやその後の経年による施設の老朽化及び新たな医療ニーズによる狭隘

化の問題もあり、近年の医療の進歩に対応出来なくなってきている。 

高度先進医療の実現、高度医療人の育成、地域医療や患者ニーズの多様化への対応、

また、災害に強い病院機能の強化など、医療を取り巻く環境の変化に対応し、国立大学

附属病院としての機能を発揮できるよう、再開発整備を計画している。 

【再開発計画の概要】

再開発整備計画としては、２０１４年度に基幹・環境整備より着手し、２０１５年度

から２０１８年度にかけて診療棟・病棟の増築を行っており、２０１９年度から外来診

療棟等の既存施設の改修を行う計画である。

年度 2022 2023 2024 20252014 2015 2016 2017 2018 2019

診療棟・病棟増築

外来診療棟等改修
(第２病棟耐震改修含む)

基幹・環境整備

2020 2021

   ※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。



２０１８年９月  
香 川 大 学  

 

香川大学医学部附属病院の再開発整備計画について  

 

再開発前の香川大学医学部附属病院は、１９８３年香川医科大学医学部

附属病院として開院以来約３０年が経過し、老朽化・狭隘化により医療の

進歩等に対応困難な状況であった。 

そのため、高度先進医療の実現、高度医療人の育成、また、災害に強い

病院機能の強化など、医療を取り巻く環境の変化に対応し、国立大学附属

病院としての機能を発揮できるよう、再開発整備を計画し、２０１１年よ

り実施している。 

 

 【再開発計画の概要】     

再開発整備計画としては、２０１１年度から２０１３年度まで病棟新営

を行った後、２０１４年度から手術棟の増築や既存外来・中央診療棟等の

改修を実施した。２０１９年度の基幹・環境整備により再開発整備が完了

する。  
年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 

病棟新営          
    

   
         
            

外来・中央診療棟他

改修その他 
          
        
          

基幹・環境整備                 
       

              
※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。  



                                2018 年９月 
                                九 州 大 学 

九州大学病院の再開発整備計画について 

 
 九州大学病院は、1903 年京都帝国大学福岡医科大学附属医院として開院し創立 115 年を迎えた

ところである。施設においては築後 56 年以上経過し、老朽化が著しく狭隘化の問題もあり、近年

の医療の進歩に対応が困難な状況であった。地域に根ざした西日本地域の中核病院として、高度先

進医療への対応、患者サービス・アメニティへの配慮、医療人育成のための臨床教育の充実、また、

地域の災害拠点病院としての機能を果たすべく、大規模災害時の資材等備蓄スペースの確保、屋上

ヘリポートの設置、防災・緊急医療の充実等を図り、21 世紀の大学病院にふさわしい高度な「診

療」「教育」「研究」各分野における社会的養成に応えるため、再開発整備を実施している。 
 

【再開発計画の概要】 
 再開発整備計画としては、1997 年から 2001 年に病棟・診療棟Ⅰ期、2001 年から 2005 年に病

棟・診療棟Ⅱ期、2006 年から 2009 年に外来診療棟を改築し、2006 年から 2007 年にかけて精神

科病棟改修を行い 12 年間で建物整備が完了した。現在は、旧建物の解体撤去や基幹・環境整備を

実施中であり、2020 年で再開発整備を完了する計画である。 

 
※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。 

 
 



２０１８年９月  
佐 賀 大 学  

 

佐賀大学医学部附属病院の再開発整備計画について  

 

  

再開発前の佐賀大学医学部附属病院は、1981 年佐賀医科大学医学部附属病院と

して開院以来約３０年が経過し、施設の老朽化・狭隘化や耐震性の問題もあり、

医療の進歩への対応や、大災害時等の診療継続への対応が困難な状況であった。 

そのため、地域医療への貢献、教育研究機能の強化、地球環境への配慮、病院

管理運営の効率化、近未来・高度医療への対応や、大災害時等の診療継続への対

応を基本理念として掲げ、佐賀県内唯一の大学附属病院としての機能を十分に発

揮できるよう、再開発整備を計画し、2011 年度より実施している。 

 
 【再開発計画の概要】     

再開発整備計画としては、2011 年度から 2017 年度まで北病棟、南診療棟の増

築、東西病棟、中央診療棟、外来診療棟等の既存施設を改修し、2018 年度以降は

外来診療棟の増築、基幹・環境整備（自家発電設備更新等）を行い 2023 年度で再

開発整備を完了する計画である。  
 
年  度  2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 

病 棟 ・中 診 棟 増 築  

 

      
      

病 棟 ・中 診 棟 ・外

来 棟 改 修   

  

    
      

中 診 棟 改 修               

外 来 棟 増 築               

基 幹 ・環 境 整 備  

 

      
      

        ※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。  

 

（厚労省補助金活用） 



２０１８年９月 
熊 本 大 学 

 

熊本大学医学部附属病院の再開発整備計画について 
 

熊本大学医学部附属病院は、１９４９年の開院以来約５０年が経過しており、近年の医

療の進歩や変化及び新たな患者ニーズ等へ対応するため１９９９年から再開発整備に着

手した。 
更に、高度先進医療の開発と推進、優れた医療人の育成、安全安心な医療サービスの提

供、地域医療への貢献や患者ニーズの多様化への対応、災害に強い病院機能の強化など、

医療を取り巻く環境の変化に対応し、国立大学附属病院としての機能をより効果的に発揮

できるよう、再開発整備を進めている。 
 
【再開発計画の概要】 

再開発整備計画としては、１９９９年より、病棟Ⅰ期（西病棟）、中央診療棟、病棟Ⅱ

期（東病棟）、外来診療棟及び管理棟が順次完成・開院し、旧管理棟及び旧外来診療棟の

取り壊しが完了した。２０２１年度までに屋外環境整備を行う計画である。 
 
年度 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

病棟Ⅰ期（西病棟）改築

中央診療棟　改築

病棟Ⅱ期（東病棟）改築

外来診療棟　改築

管理棟　改修

基幹・環境整備  
※財政状況等によっては、計画に変更が生じる場合もある。 

 



2018 年 9 月

鹿 児 島 大 学

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院の再開発整備計画について

鹿児島大学医学部・歯学部附属病院は、建設後経年 45 年が経過し老朽化等が

著しく、近年の医療の進歩や社会的要請への対応が困難となってきていた。高度

先進医療の実現、高度医療人の育成、地域医療や患者ニーズの多様化への対応、

また、災害に強い病院機能の強化など、医療を取り巻く環境の変化に対応し、国

立大学附属病院としての機能を発揮できるよう、再開発整備を推進している。

 

【再開発計画の概要】     

再開発整備計画として、2007 年度から約 20 年をかけて計画を進めており、第

１期は中央診療棟増築を 2009 年度に完成、第２期は旧中央診療棟一部改修を

2010 年度に完成、第３期は病棟（C 棟）増築を 2013 年度に完成、第 4 期は病棟

・診療棟（B 棟）改築を 2017 年度に完成している。2019 年度より病棟・診療棟

（A 棟）改築等を行う予定である。

年度  
2007～16 

H19～28 

2017 

H29 

2018 

H30 

2019 

 

2020 

 

2021 

 

2022 

 

2023 

 

2024 

 

2025 

 

2026 

 

中央診療棟増築                           

旧中央診療棟他改修                           

病棟 (C 棟 )増築                 

病棟・診療棟 (B 棟 )改築                           

病棟・診療棟 (A 棟 )改築                           

基幹・環境整備                           

   ※財政状況によっては計画に変更が生じる場合もある。


